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公益活動報告書 (市民活動実績報告書)(令和 5年度分 )

(宛先)岡崎市長                         令和 6年 4月 22日

18人 (※令和 6年 4月 1日 時点の構成員数 )

団体の 目的 団体の会則・規約 に定められた団体の 目的を記入 してください。

広く一般市民を対象とし、音声認識技術の活用を社会へ促す普及啓発に関する事業を行い、人々の生活の質の向上と

世代や国籍、障害を越えて人々の交流を促 し、相互理解を深め、誰もが社会の一員として生き生きと安心 して暮らせ

る地域共生社会実現と福祉の推進に寄与することを目的としています。

私達の団体が掲げる目的を実現するための活動を、以下の項目に従つて報告 します。

なお、記載内容を一般に公開することに同意 します。

■ 1 団体の活動目的達成に向けて、今年度はどんな活動をしましたか (公生活動に阻る)。
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R5・ 5/13 むらさきかん 市民来場者 80名 6名

「むらさきかんフェス
タ」ヘブース出展し、
音声認識アプリの実
演と聞こえない人と
コミュニケーション体
験。

参加者は、文字表示を利

用して、聞こえない人とコ

ミュニケーションがとれ福

祉の推進に寄与できた。

6/26 岡崎市役所
市会議員

市職員
40名 7名

市会議員対象の講

座。利用者の講話、

音声認識アプリの使
い方と聴覚障害者の
コミュニケーション方

法を伝えた。

議員は利用者の話しから相

互理解を深め、自身で文字

表示を体験したことで地域共

生社会と福祉の推進に寄与

すると認識できた。市民に必

要な条例制定の理解へも繋

がった。

8/6 友愛の家 市民 50名 6名

「聞こえない悩み解
決へ inおかざき」
市民講座へ文字表
示した。

聴覚障害者や家族が文
字表示から内容を理解
し多くを学ぶことができ、
福祉の推進に寄与するこ
とができた。

8/26 むらさきかん 市民 40名 4名

1活躍人 !交流会～
SDGs事例発表～」
団体でSDGs事例
発表をした。会場全
体 の文字表示 およ
び、当事者はGWヘ
参加した。

曇響汚冒讐獣曇あ隻撃
表示の必要性を伝えるこ

急暉脱争を目箕菫羅
会の実現にむけての一
歩となった。

8/26 安城市 市民来場者 100名 4名

「安城わくわくフェス
タ」ブース出展し、音
声認識アプリの実演
と聞こえない人とコミ
ュニケーション体験。

参加された万は、_又 7表
示を利用し、実際にコミ
ュニケーションが取れ
た。福祉の推進に寄与す
ることができた。

10/1 豊田市
市民来場者

100名 10名

「WE LOVEと よ
た」フェスタヘ参加。
①舞台上の全体文
字表示②ブースで文
字表示と啓発・交流・
説明。

音声認識・要約筆記・手
話の団体で固め、必要な
コミュニケーション方法
を学び使用され多くの交

理どち雪 鋼を認 券尭
進に寄与することができ
た。

10/2
市役所

福社会館

市民・関係者等 100名 6名
QURUWAシンポ

裏糸全
の全体文字

霰簡魚薯柔壽 :鴨1饉

よる会場全体への文字
表示を通して、まちづくり
には文字表示が必要と
いう地域共生社会の実
現ができた。
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10/12・ 13 豊田市
関係者等 300名 12名

「全国地域共生社会
サミット」①全体会お
よび分科会への文字
表示②ブース出展

参加した全国の市・社協
等の関心が高く、地元ヘ
持ち帰って導入・利用の
話しまでできたことで地

羅券荘遭蜀lゑ邊色爆
できた。

l1/29 よりなん 50名 3名
「地域とつながる協
働交流会」へ文字表
河 。ヽ

全体文字表示があること
で多種多様な人の社会
参加ができていることを
知り、地元で共生社会の
実現をされた。

R6・ 1/27 よりなん 関係者等 50名 3名 「町内会サミット」
=参

遷ラ詔 l快観 ξ基
参加ができていることを
知り、地元で共生社会の
実現をされた。

2/8 豊田市 関係者等
100名 3名

「未来共創カフェ」
①2講演に文字表示
②当事者参加で交
流

企業、事業者、公的機関
の方々が、出会い、交流
する場で相互理解 を深
めることができた。

2/23 りヽ ミら 市民来場者 500名 7名

「みんなのおまつり」
①ホールイベント
文字表示

②ブース啓発活動

①コンサート関係者、司
会者、講師、音響担当等

Ⅲ類δ髪鶴尊言
た。

豊田市

児童

保護者 8名 6名
「とよたSDGsミライ
大学プレ講座」
講座担当。

F雰事釜周茎皇群

・

農
動団体が講師を務め
。子どもたちと社会の
員として地域共生社会
実現が出きた。の

公益

会員

☆記載欄が足りない場合は、別紙を添付する形でも構いません。

■2 前項 1に基づき、活動の公壺性を自ユ評_匝 し、付随する質問にお答えください。

※ 1

※ 2

市に登録した分野での活動で、広く市民社会一般にもたらされる利益 (公益が団体や、その構

成員や会員に対してもたらされる活動は、公益活動には当たりません。)

構成員であるなしに関わらず、公益の提供者として会の活動に参加する人

①公益性の度合いを自己評価してください (数字に○をつけてください)

高い ← 4  3  2  1 → 低い

②上記の評価をした理由をお書きください

岡崎市内で以前から難聴 。中途失聴者支援に取り組んでいる当事者団体や要約筆記支援サークルの関心が高

まり、主催する行事に要約筆記と音声認識による文字表示を実施し、環境整備の範囲が広くなり好評だった。

また費用面から市派遣制度が利用できない多様な人々が集まる行事に文字表示の相談や依頼が多くあるな

ど、岡崎市内の他団体の活動に多くの影響があった。

裏面の自己診断チェックリス トをご確認 ください。

地元の方々
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